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本学医学部の学生は卒業時に、「プロフェッショナリズム」、「コミュニケーション能力」、

「患者中心のチーム医療」、「専門的実践能力」、「社会的貢献」、「自己研鑽」、「アイデンティ

ティー」の７つの基本的能力を修得していることが求められます。この 7 つの基本的能力

を修得できるようにカリキュラム・ポリシーを定め、カリキュラムを編成していますが、そ

のカリキュラムの構成要素である各科目（ユニット）の詳細な情報をまとめたものがシラバ

スになります。2021 年度も新型コロナウイルス感染症によるカリキュラムへの影響が予想

されますので、羅針盤としてのシラバスの重要性がこれまで以上に増すと思われます。 

 

シラバスは学生の皆さんが各科目（ユニット）の準備学習を行うための基本となるもので

す。シラバスには科目名、責任者名、学期、対象学年、授業形式等（講義、実習、演習）、

担当教員などの基本的な情報のほか、その科目の学修成果、学修到達目標、評価方法、オフ

ィス・アワー、授業概要・実習概要、教材（教科書、推奨参考図書、プリント等）、準備学

習（予習・復習）、実習場所、全学年を通しての関連ユニット、予定表が記載されています。

また、シラバスは教員と学生との契約書に例えられることがあります。担当教員はシラバス

に記載されたとおりに授業を進めることを約束し、また、学生は記載された事項を遵守する

ことでお互いに良好な学修環境を構築することができると考えます 

 

7 つの基本的能力は努力なしに自然と身につくものではありません。その修得には高い学

修意欲が必要となります。コロナ禍の中ではありますが、シラバスを積極的に活用すること

で皆さんの学修意欲が大いに高まることを期待しています。 

 


